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が､ 1983年にアメリカのガードナーによって提唱された分類がよく知られている [３]｡ 彼は最
初に３つの視点にたって分類した｡
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に転換させることができる知能である｡ この知能には色､ 線､ 姿､ 形､ 距離､ 場所などの要素
と､ それらが複合的に関連したものに対しても､ 敏感に反応できることが必要である｡ 漁師､
自然観察のガイド､ デザイナー､ 建築家､ 画家などに必要な知能である｡ 第４は身体運動知能
である｡ 自分の体の動きをコントロールでき､ ものを巧みに使いこなせる知能である｡ スポー
ツをすることが好き､ 手で何かを作ることが好きな人はこの知能が優れている｡ 第５は音感知










の教育の中で独立性を議論している [５]｡ 日本でもこの考えはかなり広がっているが､ 独立性
を数値で調べた報告は見つからなかった｡ また子供への議論は多いが､ ある程度成長した大学


























































































































































































































































































































読んだり､ 話したり､ 書いたりする前に､ ことばが頭の中で聞こえてくる


























53 (全体の数80項目に対して66％) であったが､ 2011年度は2010年度と比較すると､ 平均の
変動54 (68％) となり変化は少ない｡ ちなみに一番変動があったのは ｢時々､ ことばもイメー
ジもないのに､ 明快に抽象的な概念を考えられるときがある｣ で43番から65番に順位が変動し


















































































































個々の知能の間で相関係数が少ないもの､ 及び大きいもののベスト５を表５､ ６､ ７に示し







































































































































































































































































手短大の成績の記録として残しているのは､ 秀､ 優､ 良､ 可､ 不可の５段階である｡ この５段
階を何らかの数値と関係づける方法はいくつかある｡ 第一の方法は学内の規則で秀は90点以上､
優は80点以上､ 可は60点以上と定まっているので､ これから予想される平均値､ 秀95点､ 優85
点､ 良75点､ 可65点､ 不可30点を一律に設定する方法である｡ しかしながらこれも問題点があ
る｡ 各科目におけるこの５つの段階の人数比率は定まっていない｡ 秀が１％以下の科目もあれ
ば80％以上の科目もある｡ そこで､ 各段階の人数の少ない多いで､ 変動のないような変換を考
えた｡ これが第二の方法である｡ ところで不可の数が必ずしも科目の難しさを表しているわけ
でなく､ とりあえず気楽に履修し､ 気楽 (１度も出席せず) に放棄するということもかなりあ
るので､ 不可は当初から履修しなかったものとして無視することにした｡







































































例えば秀２人､ 優12人､ 良20人､ 可６人とすると､ この変換式より秀0975 優08 良04
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表９ 多元知能と就職との相関
音感 人間関係
自己
観察
自然
共生 言語
論理
数学 空間
身体
運動
知能
合計
－0
14 －0
03 －0
04 －0
02 －0
00 0
01 －0
12 －0
09 －0
10
表10 成績と就職との相関
平均点
第一の方法
平均点
第二の方法
合計点
第一の方法
合計点
第二の方法
0
27 0
26 0
31 0
29
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